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日本産婦人科学会専門医。横浜市立大
学医学部卒業、横浜市立大学産婦人科
入局後、神奈川県内の病院勤務を経て、
よしかた産婦人科・綱島女性クリニック
に勤務。産婦人科系のトラブルや妊娠・
出産、育児の関連サイトの監修も務める。

　生理中は、痛み止めの薬を飲み、
下腹部を温めること、そして普段か
ら定期的に運動する（ヨガ、ストレッ
チ、有酸素運動）など、セルフケ
アを心掛けましょう。痛み止めは非
ステロイド性抗炎症薬（ロキソプロ
フェンやイブプロフェンなど）が効
果的です。痛みがひどくなってから
では効きにくいので、生理が始まっ
たら飲み始めるのがお勧めです。
　生理痛がひどい方は、子宮内膜症
などの病気の可能性もあるので、早
めに婦人科を受診しましょう。PMS
と同様、生理痛も症状の個人差が
大きいものです。つらい場合はためら
わずに婦人科に相談してください。両
方ともピルなどのホルモン薬や漢方
薬で症状が楽になることが多いです。

　「PMS（月経前症候群）」とは、生
理前に起こる気分の浮き沈みやイラ
イラ、だるさや頭痛など、心や体の
不調のこと。女性にはよくある症状で、
決しておかしなことではありません。
　個人差が大きいですが、PMSは女
性の70 ～ 80％に何らかの症状があ
るといわれています。原因は生理直前
の女性ホルモンの急激な減少に伴っ
て、心を安定させる作用のあるセロト
ニンやGABAなどの脳内物質の働き
も低下するため。「イライラはホルモ
ンのせい」と割り切ることも大事かも
しれませんね。

　PMSも生理痛も症状がつらいのに我慢している
女性が多いのが現実です。話を聞いてもらいたい様
子を感じたり相談されたりしたら、「あなたのつらさ
を理解したい」という姿勢で話を聞
きましょう。自分の経験やアドバイ
スはいったん心に置いて。まずはそ
の女性の話を傾聴することが何より
の薬になることが多いのです。
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女性のカラダカラダと健康健康
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男性や周囲の方にも
気付いてほしい！

女性特有のカラダや健康の悩みについて、専門医がお答えします。
パートナーや周囲の方 も々、身近な女性がこのような悩みを抱えていたら、

さりげないサポートで寄り添えるとよいですね。

　いいえ、ダメではありません。痛
み止めは副作用を心配する方もいま
すが、用法・用量を守って1ヵ月の
うち数日間飲むだけなら、心配ない
ことが多いです。ピルも長期間飲む
と「不妊になる」「太る」などと心配
する方もいますが、そのような副作
用はありませんので、安心してくだ
さい。PMSも生理痛も薬を上手に
使えば、つらい痛みや症状を抑え、
心身ともに穏やかに、快適に過ごせ
ます。
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PMS（月経前症候群）と生理痛今回の教えて！

悩む女性にどんな配慮ができる？


